
このたびは、  トヨタ純正  「バックドアオープニングガード」  をお買い上げいただき
ありがとうございました。
ご使用前に必ずこの取扱書をお読みいただき、  記載された内容に従って正しく
お使いください。

本製品は、  お車のバックドア開口部に取り付けて使用します。
主にラゲージルームへの荷物を積載しての走行時など、  バックドアへの傷付きを軽減
します。

警告事項を守らないと生命の危険、 または重大な傷害につながる
恐れがあります。
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お客様用

この取扱書では安全にご使用いただくため、特にお守りいただきたいことを
次のマークで表示しています。

注意事項を守らないとケガなどの障害につながる恐れがあります。

注意事項を守らないと車両部品や装備品が損傷するなどの恐れが
あります。
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洗濯・クリーニングをしないでください。 変形やシワの原因になります。

ぬるま湯に浸して固く絞った布で表面を軽く拭き取ってください。

汚れがひどい時は、布またはスポンジに水で薄めた中性洗剤を含ませ、 軽く
叩くように拭き取ってください。

アイロン掛けをしないでください。変形やシワの原因になります

ベンジン、ガソリン等の有機溶剤や酸またはアルカリ性の溶剤は使用しないで
ください。 変形やしみの原因になります。

バックドアオープニングガードの上に荷物等をのせないでください。
上にのせた荷物がずれるなどして、 お車およびバックドアオープニングガードの
破損または、 思わぬケガにつながる恐れがあります。

バックドアオープニングガードを荷くずれ防止に使用しないでください。
荷物がくずれるなどして思わぬケガにつながる恐れがあります。

バックドアオープニングガードの取り付け・取りはずし方法は本書に従い、正しい　
手順でおこなってください。 誤った方法でおこなうと、 お車およびバックドア
オープニングガードの破損につながる恐れがあります。

鋭利なものに触れないようにしてください。 破れ・破損の原因になります。

火気などの熱に近づけないでください。 変形・破損の原因になります。

使用用途以外でのご使用はおやめください。

防水ではありませんので、 水に濡らさないでください。 変形・しわの原因に
なります。

エンジン作動中は、バックドアオープニングガードを車両外側へひろげないで
ください。熱により変形・破損の恐れがあります。

バックドアオープニングガード装着時に、もたれかかったりして大きなちからを
加えないようにしてください。 破損または、 思わぬケガにつながる恐れがあります。
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取扱上の注意事項

お手入れについて
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● 取り付け方法

● 取りはずし方法

取付方法と逆の手順で取りはずしてください。

�

取り付け／取りはずし方法

下側の固定

上側の固定

フックをデッキフックに
引っ掛ける

右側も同様

フック

デッキフック

右側も同様

ゴムひもをラゲージフックに
引っ掛ける

ラゲージフック

ゴムひも

ロゴ フックフック

ロゴ ゴムひもゴムひも

手前に起こす



バックドアオープニングガードは左右に折りたたまないで
ください。破損・変形・シワの原因になります。

バックドアオープニングガードは完全にひろげてください。
ひろげかたが不十分ですと車両部品の傷つきの原因になります。

バックドアオープニングガードをひろげたまま、バックドアを閉めないでください。
バックドアオープニングガードの破損および走行中にバックドアが開く恐れがあります。

車両走行直後などマフラーが熱を持っている時に、バックドアオープニングガード
をひろげる際は十分に注意してください。熱により変形・破損の恐れがあります。

折りたたんだ後、バックドアオープニングガードの上に
荷物等をのせないでください。破損・変形・シワの原因
になります。

●  荷物の積みおろし時

●  バックドアオープニングガードをご使用にならない場合
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ご不明な点はお買い求めのトヨタ販売店へお問い合わせください。

ご使用方法

１.

２.

１.

２. 折りたたまない

フックをはずす

ゴムひも

ラゲージフック

右側も同様

手前にひろげる

たおす


